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および学術集会・がん検診従事者指導講習会．2021 年 6 月 19 日-20 日 WEB 開催 

15. 桑原 愛、大仁田 賢、平井 哲、中鋪 卓、東 俊太朗、井上健一郎、黒濵大和、中島正洋、中

尾一彦: 腎細胞癌術後に出現した食道転移に対して内視鏡的粘膜下層剥離術で切除した 1 例．

第 111 回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2021 年 6 月 11 日-12 日 ハイブリット開催 福

岡 

16. 松山睦美、七條和子、土屋 誉、中島正洋: アミノ酸混合物シスチン・テアニンのラットにおける放

射線防護効果．第 5 回放射線災害・医科学研究拠点カンファランス．2021 年 6 月 5 日 WEB 開

催 

17. 松本博文、村岡昌司、大坪智恵子、中島正洋: 胸腺原発非定型カルチノイドの 1 切除例．第 38

回日本呼吸器外科学会学術集会．2021 年 5 月 20 日-21 日 ハイブリッド開催 長崎 

18. 松田勝也: 教えて尿細胞診．第 1 回長崎県細胞検査士会懇話会．2021 年 5 月 19 日 WEB 開

催 

19. 小屋松加奈子、木村いぶき、布施正樹、小川惇史、黒濵大和、上木 望: 多発性子宮筋腫および

子宮内膜ポリープ捻転に合併した pseudo-Meigs 症候群の一例．第 267 回長崎産科婦人科学

会・長崎県産婦人科医会学術集会．2021 年 5 月 9 日 WEB 開催 

20. 藤本成明、松山睦美、中島正洋: ラット新生仔期被曝による甲状腺瘍化に関与する遺伝子発現

変化．第 94 回日本内分泌学会学術総会．2021 年 4 月 22 日-24 日 WEB 開催 



21. 橋口慶一、塩田純也、荻原久美、田渕真惟子、北山 素、松島加代子、赤澤祐子、山口直之、大

仁田 賢、中尾一彦: 十二指腸表在型腫瘍に対するマーキング・局注併用浸水下 EMR（UEMRI）

の有用性．第 107 回日本消化器病学会総会．2021 年 4 月 15 日-17 日 ハイブリッド開催 東京 

22. 桑原 愛、黒濵大和、平井 哲、松尾 諭、中鋪 卓、植原亮平、東 俊太朗、大仁田 賢、井上健

一郎: 食道の症例．第 328 回長崎胃疾患検討会．2021 年 4 月 9 日 WEB 開催 

23. 上木 望: 左足背部軟部腫瘍．第 380 回九州・沖縄スライドコンファレンス．2021 年 3 月 6 日 

WEB 開催 

24. 黒濵大和: 右側頭部皮膚腫瘍．第 380 回九州・沖縄スライドコンファレンス．2021 年 3 月 6 日 

WEB 開催 

25. 佐藤彩香、岡田怜美、井上悠介、上木 望、足立智彦、小林和真、日高匡章、金高賢悟、江口 

晋: 大腸虫垂憩室出血を合併した 1 例．第 57 回九州外科学会．2021 年 2 月 19 日-20 日 

WEB 開催 

26. 松岡優毅: 脾腫瘍．第 379 回九州・沖縄スライドコンファレンス．2021 年 1 月 23 日 WEB 開催 

 

示説 

1. 松田勝也、本山高啓、金子洋平、市来奈津子、田中 圭、林 洋子、中島正洋: ポストコロナ新時

代のニューノーマル： 新しい学会のかたち．第 60 回日本臨床細胞学会秋期大会．2021 年 11 月

20 日-21 日 ハイブリット開催 鳥取 

2. 廣田晋也、森 祐輔、新藤久和、高橋 広、佐藤伸也、横井忠郎、中島正洋、山下弘幸: 腎癌甲

状腺転移の 4 例．第 54 回日本内分泌外科学会学術集会．2021 年 10 月 28 日-29 日 WEB 開

催 

3. 廣田晋也、森 祐輔、新藤久和、高橋 広、佐藤伸也、横井忠郎、中島正洋、山下弘幸: 術前診

断に難渋した頸胸境界部に生じた頸部異所性胸腺腫の一例．第 54 回日本内分泌外科学会学術

集会．2021 年 10 月 28 日-29 日 WEB 開催 

4. 黒濵大和、松田勝也、本山高啓、ムサジャノワジャンナ、大坪智恵子、松岡優毅、新藤久和、山下

弘幸、中島正洋: 腫瘍内不均一のみられる甲状腺 Well-differentiated carcinoma(WDC)、NOS の

1 例．第 110 回日本病理学会総会．2021 年 4 月 22 日-24 日 ハイブリッド開催 東京 

5. 松岡優毅、久永 真、中島正洋: 健診を契機に発見された脾臓 sclerosing angiomatoid nodular 

transformation（SANT)の 1 例．第 110 回日本病理学会総会．2021 年 4 月 22 日-24 日 ハイブリ

ッド開催 東京 

6. 大坪智恵子、松岡優毅、黒濵大和、上木 望、松田勝也、ムサジャノワジャンナ、赤澤祐子、谷岡

真司、山根裕介、中島正洋: 腎 Clear cell sarcoma の鑑別に難渋した腎 malignant rhabdoid 

tumor の 1 例．第 110 回日本病理学会総会．2021 年 4 月 22 日-24 日 ハイブリッド開催 東京 

7. 大坪竜太、矢野 洋、松本 恵、田中 彩、森田 道、久芳さやか、宇野直樹、林 洋子、中島正

洋、柳原克紀、江口 晋、永安 武: Semi-dry dot-blot(SDB)法を応用した新規乳癌リンパ節転移

診断キットと自動解析機に関する前方視的研究．第 121 回日本外科学会定期学術集会．2021 年



4 月 8 日-10 日 WEB 開催 

 

専修医発表 

1. 岩永真太朗、猪股寛子、田渕真惟子、杉尾小百合、濱崎俊輔、谷口育洋、田中久也、永松雅朗、

峯 彩子、塩田純也、赤司太郎、北山 素、橋口慶一、南 ひとみ、松島加代子、赤澤祐子、山口

直之、中尾一彦: 大動脈血管形成異常による食道狭窄を内視鏡的に指摘した 4 例．第 118 回日

本消化器病学会九州支部例会．2021 年 12 月 3 日-4 日 ハイブリッド開催 長崎 

2. 杉尾小百合、橋口慶一、濱崎俊輔、岩永真太朗、谷口育洋、田中久也、平 光寿、永松雅朗、峯 

彩子、猪股寛子、塩田純也、赤司太郎、田渕真惟子、北山 素、南 ひとみ、松島加代子、赤澤祐

子、山口直之、岡野慎士、中尾一彦: EMR にて切除された粘膜内癌を伴う十二指腸 Peutz-

Jeghers 型ポリープの一例．第 112 回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2021 年 12 月 3 日-

4 日 ハイブリッド開催 長崎 

 

研修医発表 

1. 谷川 舞、福島真典、深水翔太、吉良圭史、佐々木 龍、三馬 聡、赤澤祐子、宮明寿光、中尾一

彦: 肝細胞癌に対するアテゾリズマブ・ベバシズマブ併用療法後に、敗血症・間質性腎炎を発症

した 1 例．第 118 回日本消化器病学会九州支部例会．2021 年 12 月 3 日-4 日 ハイブリッド開

催 長崎 

2. 伊達美典、赤司太郎、濱崎俊輔、永松雅朗、猪股寛子、塩田純也、田渕真惟子、北山 素、橋口

慶一、南 ひとみ、松島加代子、赤澤祐子、山口直之、中尾一彦: Helicobacter pylori 未感染胃

粘膜に発生した腺窩上皮型胃癌の 1 例．第 112 回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2021

年 12 月 3 日-4 日 ハイブリッド開催 長崎 

3. 福田大毅、平 光寿、岩永真太朗、田中久也、北山 素、濱崎俊輔、杉尾小百合、谷口育洋、永

松雅朗、峯 彩子、猪股寛子、大坪智恵子、塩田純也、赤司太郎、田渕真惟子、橋口慶一、松島

加代子、赤澤祐子、山口直之、中島正洋、中尾一彦: 粘膜下異所性胃腺直上の早期胃癌を内視

鏡的に切除した 1 例．第 112 回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2021 年 12 月 3 日-4 日  

ハイブリッド開催 長崎 

 

受賞 

1. 本山高啓: 第 35 回長崎県臨床細胞学会総会および学術集会．学術奨励賞．2021 年 6 月 19 日

-20 日 

 

著書・総説 

1. 赤澤祐子: 今と昔の長崎に遊ぶ．九州大学出版会 227-239, 2021 年 7 月 10 日 



2. 中島正洋: わかりやすい病理学 改訂版第 7 版．南江堂 207-226, 2021 年 3 月 10 日 

 

報 道 

1. 中島正洋: 長崎県「保険医療機関間連携病理診断」体制の構築．あじさいネット OFF LINE 通信 

Vol.37 8, 2021 年 1 月 

2. 中島正洋： 被爆者支援 日本の知見を．東京新聞, 2021 年 9 月 24 日 

3. 七條和子: ヒロシマの空白 被爆の線引き ㊦ 内部被曝を追う．中国新聞, 2021 年 1 月 5 日 

 

科学研究費 

1. 上木 望: 科学研究費補助金（若手研究）: 乳癌発癌機構におけるゲノム不安定性の 53BP1 を

指標とした総合的解析 351 万 (2021-2023) 

2. 黒濵大和: 科学研究費補助金（若手研究）: 被膜のない甲状腺濾胞性病変の意義：結節内結節

病変に着目した分子病理学的解析 468 万円(2021-2023) 

3. 七條和子: 科学研究費助成基金（基盤研究 C）: 内部被ばくによる幹細胞損傷の分子病理学的

Patho-マイクロドジメトリ解析 416 万円 (2021-2023) 

4. 中島正洋: 科学研究費補助金（基礎研究 C）: 放射線誘発甲状腺発がん過程の網羅的分子病

理解析: miRNAと変異シグネチャー429 万円 (2020-2022) 

5. 赤澤祐子: 科学研究費補助金（基礎研究 C）: 被ばく者癌における遺伝子変異シグネチャー解

析 429 万円 (2019-2021) 

6. Mussazhanova Zhanna: 科学研究費補助金（若手研究）: 分子異常をエビデンスとした高リスク乳

頭がんの形態学的形質分析 416 万円 (2019-2021) 

 

外部資金 

1. 赤澤祐子: 公益財団法人ソロプチミスト日本財団: 放射線被ばく発がんの遺伝子変異シグネチャ

ー解析 300 万円（2019-2021） 


